
令和３年度　江戸川区立宇喜田小学校　学校関係者評価　最終評価用報告書
目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

取組 成果 成果と課題 評価 コメント

・毎週の夕会における情報共有 ・不登校の組織的対応、対策
委員会の定期的開催

・不登校児童の状況改善
(100%)

B C

・情報の共有を図ることはできてい
る。しかし、改善につながらない
ケースもある。 C

・家庭との連携の大切さを感じる。・家庭訪問、面接、Ｓ
Ｃ、外部機関との連携
を継続して行う。
・配慮児童の保護者と
の面談を随時実施す
る。

・学習用タブレットを活
用した調べ学習などを
自学ノートにまとめる学
習を推進する。

・保護者ボランティア、
外部との連携した学習
を意図的、計画的に行
う。

B

C

・体験的学びや交流の楽しさを感
じる児童（児童アンケート７７％）
・外部講師を招いての学習を実施
することができた。

B

・子ども会の行事などを少しず
つ再開していきたい。
・密にならないやり方を考えて
いく必要がある。

B

C

・全学級で取り組むことができた。
・児童アンケート「自学ノートにすす
んで取り組んでいる」と回答してい
る児童６４％

B

・自分から学ぶ姿勢をもった子
どもを育てていけるよう指導して
ほしい。

教員の資質向上

教員研修の充実 ・学習用タブレットを活用した授業実施に向けた
研修

・ラインズによる校内研修（授
業支援）年5回
・校内プロジェクトチームによる
研修会の実施年間5回

・学習用タブレットを活用した
授業の実施。（全授業中７
０％）

特色ある教育の
展開

地域連携教育の推進 保護者・地域・外部の教育資源を取り入れた教育
活動の充実

・コロナ感染症対策を踏まえた
学年単位での学期１回の取組
（オンライン体験を含む）

・体験的学びや交流の楽しさ
を感じる児童（児童アンケート
８０％）

学習習慣の定着 家庭学習による学習習慣の定着 ・全学年での自学ノートの取組 ・自学ノートの取組（１００％）

・校内研究、ＯＪＴで学
んだ指導方法を他の指
導に生かし授業改善に
つなげられるようにす
る。

教員の授業力の向上 ・問題解決型の授業の推進 ・校内研究を核にしたグルー
プごとのOJT授業の実施

・目指す児童の達成
　児童アンケート（７０％）
　教員アンケート（７０％） B B

・校内研究会を６回実施。
・ＯＪＴも含めた指導案の作成、授
業計画を作成することができた。
・児童アンケート回答結果（６５％）

B

・大変だと思うが、子どもたちの
ためによい授業ができるよう頑
張ってほしい。

・プロジェクトチームを
中心に授業を活用実
践例を増やす。

・自分中心の考え方をする子が
増えているように感じる。いろい
ろなケースがあり、評価はしず
らい面がある。引き続き子に応
じた指導をすすめてほしい。

・組織で対応するため
の体制を整える。

B B

・校内プロジェクトチームによる研
修会を4回実施し、学習用タブレッ
トの活用が広がった。
・プロジェクトチームを中心に授業
の活用実践例を増やすことができ
た。

B

・モラルやマナーの指導にも力
を入れてやってほしい。
・どう子供たちに指導していくの
か家庭とも共有していく必要が
ある。

・対応が難しい面もあると思う
が、学校だけでなく家庭や地
域、外部機関と連携して対応に
当たってほしい。

・家庭訪問、面接、Ｓ
Ｃ、外部機関との連携
を継続して行う。
・配慮児童の保護者と
の面談を随時実施す
る。

B

健全育成に向けた取
組の強化

特別支援教育の
充実

・校内委員会の活性化を図ることなどによる指導・
支援の充実
・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた個に
応じた指導の充実

・毎週の特別支援の情報共
有・支援の検討
・月１回の校内委員会,ケース
会議,研修の実施

・配慮、支援を要する児童の
把握（１００％）

B B

・夏季休業中に特別支援に関する
研修会を実施し、個への支援の理
解を深めることができた。
・個に応じた対応をしているがなか
なか改善につながらないケースも
ある。

ー

C

・本校の特別支援教育についての
取組をご存じですか（保護者回答
６８％）
・エンカレッジルームを活用した児
童への支援体制を組んだ。

ー

・いじめ・不登校の未然防止に向けた魅力ある学
校づくりの取組の充実
・チルドレン・サポートチームや生活指導連絡協
議会の活用

・いじめに関するアンケート,授
業年3回
・配慮児童の保護者との面談
実施

・いじめ問題解決（１００％）
・配慮児童との保護者面談（１
００％）

B B

・いじめアンケート結果の教員複数
での聞き取り、指導を行い、現段階
ではいじめに関する問題は解決し
ている。
・夏季休業中に保護者面談を計画
的に実施することができた。

ー

特別支援教育の推進

いきいきと学ぶ学
校づくり

・エンカレッジルームの活用促進
・副籍交流、交流及び共同学習の充実

・保護者,外部機関等との連携 ・配慮児童への支援（１００％）

・特別支援教育の取組の認知
度（保護者（８０％）

・実態がわからないと答えずら
い面がある。本人がいじめられ
たと思うものはいじめになる。自
分のしていることがいじめになる
という認識を子供たちがもてる
ようにならないといけない。

・いじめアンケートの継
続実施。改善に向け、
早期対応する。

・全学年での取組（１００％）

C C

・オリンピック、パラリンピック実施後
のまとめを考えていた。計画を修正
した具体的な取組を実施できな
かった。計画を見直し、実施する必
要がある。

C

・パラスポーツは区に指導員が
いるので、指導してもらう機会を
つくると子供たちも親しみをもて
るようになる。

・ボッチャを体験する計
画を立て、パラスポーツ
に親しむ機会を設定す
る。

B

・子供は身につくのが早いの
で、外国語でコミュニケーション
がとれるようにすることを目指し
てほしい。

・担当教員から各学年
にALTとの打合せ内容
を伝え、授業改善す
る。

外国語教育の推進 ・授業力の向上とALTの効果的な活用 ・ALTとの打合せと外国語教
育に必要な教材の整備・開発
・指導力向上のための教員研
修

・外国語を楽しく活用・実践で
きる（児童アンケート肯定的回
答８０％） B C

・児童アンケート「外国語」「外国語
活動」の授業が楽しいと回答してい
る児童８０％
・各学級の指導の仕方に違いが
あった。

・次年度も全国の平均、都の平
均を超えられるよう期待してい
る。
・すくすくスクールでもすぐに宿
題に取り組む児童が多い。
・宿題の取組は１００％を目指し
て家庭の協力も得ながら指導し
てほしい。

・今年度の東京ベー
シックドリル診断シート
の結果をもとに定着さ
せずらい単元の補習計
画を立て、指導する。

読書科の更なる充実 ・読書を通じた探究的な学習の充実
（読書科ノートの活用、資料の収集の仕方や記録
の取り方の指導、自己の考えをまとめ表現する方
法の指導、朝読書と１単位時間の授業との関連
付け、他教科との関連等）
・学校図書館の整備、学校図書館を使った授業
の充実

・学校図書館を使用した調べ
学習の実施

・各学年年間指導計画に基づ
く探究的な学習の設定。
・計画的な読書ノートの活用

・各教科で読書科ノートを活用
した学習の実施（教員アン
ケート８０％）

・学校図書館での調べ学習に
取り組んだ。（児童アンケート
肯定的回答８０％）

B C

・調べ、まとめる学習が楽しい児童
アンケート回答（９３％）
・「児童は図書を活用した学習に意
欲的に取り組んでいる」（保護者ア
ンケート回答７２％）
・図書ボランティアの方と連携し、
選書を行い、図書館の団体貸し出
しを再開することができた。

C

・便利になり、すぐに知りたいこ
とをインターネット環境で調べら
れるようになったが、本から知
識を得て、学ぶということが考
え、想像する力になると思う。力
を入れて取り組んでほしい。

・思考ツールを活用し
た調べ学習に取り組む
教科横断的な年間計
画を立て実施する。

・外遊びをしている子供たちを
よく見かける。体力向上の取組
を継続して行ってほしい。

・鉄棒、持久走、縄跳
びなどの取組に対し、
感染症対策を考え、実
施する。

オリパラ教育の推進 ・「オリンピック・パラリンピックレガシー創造プラ
ン」に基づく取組、「学校2020レガシー」の設定や
オリパラコーナーの充実

・全学年でオリパラ学習（調べ
学習、スポーツ体験など）を計
画し実施。
・各学年活動報告のための掲
示板活用（全学年）

B B

・授業の内容がよくわかる（児童ア
ンケート 肯定的回答９６％）保護者
回答（８８％）
・ベーシックドリル診断テストの結
果、正答率８０％は概ね達成でき
た。
・計画した朝学習、放課後補習に
取り組むことができた。
・令和３年度の学力テスト結果は国
語、算数とも全国平均を上回ること
ができた。

B

体力の向上 ・体育の授業や休み時間における全校運動遊び
など主体的な運動の実施による運動意欲の向上

・１単位時間における運動量
の確保
・鉄棒、持久走、縄跳びなど運
動遊びの充実
・25分休みでの外遊びの推奨

・すすんで体育を学んでいる
（児童アンケート肯定的回答８
０％） B B

・中休みに外遊びをする児童、見
守る教員が確実に増えた。
・すすんで体育を学んでいる（児童
アンケート肯定的回答８９％）

B

確かな学力の向上 ・「確かな学力向上推進プラン」の実施・改善や
補習の実施などによる指導の充実と授業力の向
上
・「各教科等の連携教育プログラム」による連携の
充実

・１単位時間における個で考え
る時間の設定
・補習時間（朝補習・放課後）
の確保
・各教科等の連携教育プログ
ラムの取組

・授業の内容がよくわかる（児
童アンケート 肯定的回答８
０％）
・学期末まとめワークテスト平
均（国算理社）（８０％）
・東京ベーシックドリル診断テ
スト合格（８０％）
・教員へのアンケート「小中連
携教育プログラムの周知徹底
と修正」（教員アンケート　到達
度７０％）

学校教育目標
・学ぶ子
・やさしい子
・元気な子

・児童の日々の生活に、教育目標が目に見える姿として表れる学校
・健やかな体、確かな学力、豊かな心、地域を誇りに思う学校
・使命感と責任感をもち協働、研鑽し教育力を高め合う教師

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞
・新型コロナウイルス感染症対策をしながら、限られた時間の中で校内研究を行い、指導力を高めることができた。
＜課題＞
・昨年度、例年通りの学習や行事ができず、組織的な地域と関係した取り組みが薄くなっている面がある。
・今年度から導入された学習用タブレットを活用した授業を行う指導力が必要である。

教育委員会
重点課題

取組項目 評価の視点 具体的な取組 数値目標
自己評価 学校関係者評価 来年度に向けた

改善策


